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緒言
 膀胱炎の際に尿中に非常に多数の多核白血球(以下PMN)が出現するが,これらPMNの働
 きはあまりょくわかっていない。文献的にみると尿中PMNはなんら感染防御に役立っていない
 とするものと,いや積極的に役立っているとするものがあるが,これら文献は実験系に不備,欠
 点があるためPMNの尿中における貪食能を言及することは無理と思われる。そこで著者らはま
 ず末梢血PMNを健康人静脈血より分離して正常尿中と感染尿中に入れ,それら尿中における貪
 食能を検討し,また末梢血PMNの尿浸透圧とその尿中接触時間によるPMNの貪食能への影響
 も検討した。次に実際尿中に遊走してきたPMNを取り出し,それらのcellpopulation,viabi-
 lity,原因菌貪食能,イースト貪食能を検討し,尿中遊出PMNの能力の予測を試みたので報告
 する。
方法
 ①PMN浮遊液:静脈血よりFico1Hsopaque比重遠心法にて95%の純度でPMNを取り出
 し,PBSで10%nlの濃度に再浮遊させる。
 ②菌浮遊液:Baker7syeastはPBSで1×107㎞に浮遊させ,E.coliO7は37℃,24時間
 培養し,PBSで洗い,3×108/m1の濃度にした。
 ③正常尿と感染尿:正常尿は健康な男女の中間尿とし,感染尿は女子急性膀胱炎患者の中間尿
 を採取し,0.45μのミリポアフィルターで通して使用した。
 ④貪食能の解析:PMN浮遊液と菌浮遊液を種々の尿に入れ37℃,30分間静置反応させた。
 イーストの貪食の判定はフクシン染色にて,E。cohの貪食の判定はメイーギムザ染色にて,前
 者は細胞内に2ケ以上の,後者は3ケ以上の菌を貪食しているものを貪食陽性細胞として,200
 個中何個のPMNが貪食しているかをパーセントで表示した。
 ⑤白血球のviability:白血球浮遊液にトリパンブルー液を加え,青染しているものは死細胞,
 染色されないのが生細胞として200個中何パーセントが生存していたかを示した。
 ⑥白血球のcellpopulation:白血球浮遊液を遠心固定し,ギムザ染色とα一ナフチルエステ
 ラーゼ染色を行った。
結果
 1末梢血PMNの正常尿におけるイースト貪食能は浸透圧が200-500mOsmの間にあるとPBS
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 より高値を示し,また正常尿中と感染尿中におけるPMNのイースト,E。coli貪食能を比べて
 みると感染尿の方が高い値を示した。
 2)この高い貪食能を示した感染尿中におけるオプソニン物質をさぐるためにその尿を免疫電気
 泳動,56℃,30分間の熱非働化,さらに100℃の煮沸にて検討したところ著者らの実験系で
 は補体は関与せずに1gG等がもっとも考えられた。しかし尿中の他の不明物質の作用も否定で
 きなかった。
 3)末梢血PMNを種々の尿浸透圧中に入れ,1,3,5時間の接触をさせた後,再度10%加血清
 PBSに戻すと3時間の接触でも200-520mOsmの範囲にあると貪食能はPBS中と差はな
 かったが600mOsm以上と,200mOsm以下では著明に減少する。またPBSに戻さないでそ
 の尿中にて貪食能をみると前者とほぼ同様であったが600mOsm21上,200mOsm以下になる
 と1時間でも著明に下がるのが特徴であった。
 4)急性膀胱炎時出現する白血球の84%は生存しており,99免が好中球でわずかにマクロファ
 ージ様細胞を認めた。原因菌貪食能は一般に低く387%であった。これを10彩加PBSに浮
 遊させ貪食能検査を施行したところ24%と上昇したことより,よい浸透圧とオプソニンがあ巾
 ば尿中遊走白血球も充分貪食をし得ることがわかった。
 5)尿中遊出白血球のイースト貪食能は0-98%で平均39%である。しかしこれをPMNが停
 滞していた尿浸透圧と貪食能の関係をみると280-600mOsmの間に停滞していたPMNは一
 般に高い貪食能を示し,3)の成績とほぼ一致した。
考察
 著者らはPMNの主な機能である貪食能が尿中にあってはどのように変化するか,あるいは尿
 中遊走PMNはどの程度のそれを有するかを検討してきた。これらの実験を通して末梢血PMN
 も尿中で働き得ることがわかり,かつオプソニン物質が出現しているとより高い貪食能を有する
 ことがわかった。しかし実際に原因菌を貪食しているのは3.9%と少ないのは急性膀胱炎患者の
 尿は高浸透圧のためであり,菌が出すbactedalProduct,あるいはbacterialcapsuleにて貪
 食が妨たげられていると,思われる。しかし患者を軽い利尿下におき200-500mOsmにすると
 食能は上昇することより尿浸透圧が重要な因子と思われ,実際菌を排出するwashoutphenomenon
 も多飲多尿にて得られることより膀胱炎時,軽い利尿下におくことは感染防御にとって重要なこ
 とと思われる。
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 審査結果の要旨
 膀胱炎の際,尿中に多数出現する多核白血球(PMN)の働きについては,まだ十分解明され
 ていない。本論文では,まず基礎実験として末梢血より取り出したPMNの尿中における貪食能
 を検討し,次に実際の膀胱炎の尿中浸出PMNの働きにつき検討した。
 まず基礎実験において,浸透圧が200～500mosm/kgにある尿は末梢血PMNにとって非常に
 よい環境であり,その中で盛んな貪食能を示す。また末梢血PMNを種々の浸透圧尿中に1,3,5
 時間停滞させても,上記の浸透圧の範囲なら貪食能はそれほど低下しないことを示した。次に,
 感染尿中では正常尿中より高い貪食能を示すことを認めた。感染尿の免疫電気泳動法による分析,
 尿の熱非働化実験より,感染尿中のオプソニン物質として蛋白,とくにIgGの可能性を示して
 いる。
 次に,臨床の膀胱炎患者から得られた尿中の浸出PMNは,その99彩が好中球であり,ごくわ
 ずかにマクロファージを認めている。これら浸出PMNの84%は生きているが,原尿中での原因
 菌貪食は3.87彩と予想外に低い。しかし,これらPMNを10彩加血清PBSに元してイースト貪
 食能を検討すると,39%と上昇する。一方,患者尿の浸透圧が200～500mOsm/㎏になるよう
 に利尿をつけてから,原因菌の貪食能をみると明らかに上昇する。以上より,実際の膀胱炎尿中
 でPMNの貪食能が低い理由は,尿が高浸透圧であることが主であり,けして尿中浸出PMNの貪
 食能が低下しているのではないと結論している。
 以上,本研究は尿中白血球の貪食能について,ほぼその全貌を明らかにし,膀胱の感染防御機
 構の解明に大きく貢献し,学位論文に値するものと認める。
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